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第２四半期累計期間の業績予想の修正及び 

連結決算開始に伴う連結業績予想の公表に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成24年10月26日に公表いたしました平成25年９月期の第２四半期累計期

間の個別業績予想について修正するとともに、連結決算開始に伴う連結業績予想について、下記のと

おり、お知らせいたします。 

 

記 
１．個別業績予想の修正について 

  平成 25 年９月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 1,781 910 786 456 54.30

今回修正予想（Ｂ） 2,111 1,214 1,112 682 81.04

増減額（Ｂ－Ａ） 329 304 326 226 

増減率（％） 18.5 33.5 41.5 49.6 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 24 年 9 月期第２四半期) 
1,342 701 649 377 51.00

 

修正の理由 

当社は、投資家に課税の繰り延べ効果をもたらす、オペレーティング・リース事業を利用した、タッ

クス・リース・アレンジメント事業を遂行しており、組成したリース事業の出資金を投資家に販売する

ことで、関連する手数料を売上高に計上しております。 

(１) 平成25年９月期第２四半期累計期間 

売上高につきましては、リース事業の出資金に対する投資家の需要が高く推移し、下半期販売予

定分を、一部前倒しで販売するなど、出資金販売額が、当初計画を超過した結果、前回発表予想を

上回る見通しとなりました。 

その結果、営業利益、経常利益、当期純利益についても、前回発表予想を超過する見通しとなり

ました。 

 

(２) 平成25年９月期通期 

通期の業績予想につきましては、前回発表予想から変更しておりません。これは、リース事

業の組成金額及び出資金の販売額は、通期としては、概ね当初計画の範囲内で推移しており、

現時点での通期業績見込みは、前回発表の業績予想と、概ね同水準になる見通しのためです。 
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２．連結決算開始に伴う連結業績予想に関するお知らせ 

平成 25 年９月期連結業績予想（平成 24 年 10 月１日から平成 25 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期(四半期)純利益 1 株当たり 
当期（四半期）純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

第２四半期(累計) 2,111 1,205 1,099 669 79.50

通期 3,364 1,621 1,469 853 100.66

（注）前事業年度は、連結決算を行っておりませんので、対前年比は記載しておりません。 

平成25年１月28日付「フィンテックグローバル証券株式会社の株式の取得（子会社化）及び新規

事業への進出に関するお知らせ」において、お知らせしましたとおり、当社は、株式会社ＦＰＧ証

券（旧商号フィンテックグローバル証券株式会社）を子会社としたことにより、平成25年９月期第

２四半期累計期間より、連結決算会社となりました。連結決算開始に伴う、連結業績予想につきま

しては、上記のとおりであります。 

通期の連結業績予想につきましては、平成24年10月公表の個別業績予想と同額とさせて頂きまし

た。連結子会社で赤字を見込みますが、業績予想に与える影響は軽微であると見込んでおります。 

 

(注) 連結子会社である株式会社ＦＰＧ証券の平成 25 年９月期は、証券事業開始のための準備が中心となり、人件費

等の費用が収益に先行して発生する結果、同社に係る営業損益は、のれん償却費を含め、約 60 百万円の赤字を見

込んでおります。また、平成 25 年１月 28 日付「フィンテックグローバル証券株式会社の株式の取得（子会社化）

及び新規事業への進出に関するお知らせ」において、連結業績予想の開示時点で、開示するとしておりました、

証券事業の開始のために特別に支出する金額については、検討を進めた結果、現時点では、連結業績予想に与え

る影響に重要性はないと判断しております。 

 

※ 予想数値は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因よって予想数値と異なる場合があります。 

 
 

以  上 


